
 

 

 

 

開館時間は、駅前に立地する施設としての利便性を踏まえると同時に、終業後にも立

ち寄ることができるよう10時〜20時とします。ただし運営負荷を考慮し、美術館について

は18時までの運営とするほか、図書整理などを行うため月曜日は休館とします。 

 

 

 

太田市美術館・図書館は、まちに創造性をもたらす、知と感性のプラットフォームです。  

近代以降、太田市は「ものづくり」を中心に発展してきました。ものづくりを通して培われ

てきた市民ひとりひとりの英知は、いまも太田市の活力の源泉となっています。 

一方で太田市は、中心市街地の衰退、人口減少と高齢化への対応など、様々な都市

課題を抱えてもいます。今後太田市が「人と自然にやさしい、笑顔で暮らせるまち」であ

り続けるためには、「まちづくり」に対する市民の参画と協働をこれまで以上に推進して

いくことが重要になります。 

こうした認識を踏まえ、太田市美術館・図書館は、「ものづくり」を通して育まれてきた太

田市民の創造性を、これからの「まちづくり」に生かしていくための拠点となることを目指

します。 

太田市美術館・図書館は、斬新な発想により人々の感性を刺激する多彩な美術作品と、

創造的発想の源泉となる広範な知識を提供する図書資料を、同時に閲覧できる場所を

提供します。そのことにより太田市民に内在する創造性を開花させるとともに、創造性

あふれる市民とともに、まちに広がり、中心市街地に賑わいをもたらすプロジェクトを多

彩に展開していきます。 

太田市美術館・図書館は、太田市の未来を担う「創造的太田人」を育成します。 

太田市美術館・図書館 管理運営実施計画（概要版1/2） 

■基本理念 

創造的太田人 
まちに創造性をもたらす、知と感性のプラットフォーム 

■開館時間 

火〜土：10：00〜20：00（但し美術館は18：00まで） 

日  ：10：00〜18：00 
休館日：月曜日および年末年始 

 

 

 

■運営体制 

太田市直営の施設として運営 

■事業方針 
基本理念を踏まえ、本美術館・図書館の事業方針を以下のとおり定めます。 

美術館事業 図書館事業 

過去 ▶太田市に蓄積されてきた創造の遺伝子の収集と調査研究 

 太田市ゆかりの美術工芸作品の収集 
 上記収集品の調査研究と常設展の構成 

 郷土資料および参考図書（辞書辞典類）の収集 
 太田の産業遺産関連の希少資料の収集と調査研究 

現在 ▶世界の最先端の感性やクリエイティビティに触れる機会の提供 

 本と美術に関連する企画展の開催 
 滞在制作による個展・グループ展の開催 

 アートブック・芸術関連図書の収集 
 創造性に関連する自然科学、社会科学、人文科学書籍の収集 

（美術館・図書館共同事業） ●企画展と連動したワークショップやトークショー等の開催 

未来 ▶次代を担う人材、プロジェクトの育成 

 地元企業コラボレーションの成果を発表する展覧会 
 子どもたちの創造性を育む絵本・児童書などの収集 
 まちじゅう図書館の展開 

（美術館・図書館共同事業） ●地元企業コラボレーション ●アートブックフェアの開催  ●ライトアートフェスティバルの開催 

■事業構成（年間スケジュールイメージ） 
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太田市美術館・図書館 管理運営実施計画（概要版2/2） 

■美術館事業 

「創造的太田人」の過去、現在、未来を展望する展覧会。太田市美術館・図書

館に収蔵される作品、太田市ゆかりの作家の作品、これから始まる挑戦を予

感させる市民とのコラボレーション作品などを展示します。タイトルは太田市出

身の詩人、清水房之丞の詩から発想。 

開館記念展「未来への狼火」 

文字と絵がまじわる場としての本をテーマに、本の文字と構造＝タイポグラフィ

とグラフィックデザイン、そして挿絵＝イラストレーションを二本柱に、美術館・

図書館として本と美術の新たな可能性を探る展覧会を実施します。アーティス

トの滞在制作も予定。 

■図書館事業 

本と美術の展覧会 

アーティストやクリエイターと地元企業、市民とのコラボレーションにより、アー

ト作品の制作やプロダクト商品の開発に取り組み、その成果を展覧会形式で

発表する。ものづくりを通して培われてきた太田市民の創造性をまちづくりに

展開する。 

地元企業コラボレーション展 

海外作家を招聘し、滞在制作による作品制作を行う。館内での展示はもちろ

んのこと、まちなかを活用した屋外展示も検討する。太田市とゆかりのある都

市、国などからの作家招聘を行うことで、本館の誕生を契機とした国際的かつ

継続的な文化交流を推進する。 

 

【連携の視点（例）】 

滞在制作成果展 

太田市の新しい文化交流事業として「アートブックフェ

ア」を開催する。駅なか文化館や駅周辺の公共スペー

ス、空き店舗などを活用した、ユニークな会場構成を

検討する。 

アートブックフェア 

太田駅周辺でライトアートフェスティバルを開催する。

2016年12月に予定している記念式典とあわせて第１

回目を開催し、2017年以降も順次拡大しながら開催

することを目指す。 

ライトアートフェスティバル 

■美術館・図書館共同事業 

太田市内の公共施設、病院、工場や商業施設などにある書籍をみんなで共有す

る「まちじゅう図書館」を展開する。工場見学やものづくり体験など、太田の特徴を

生かした展開により、図書館・美術館事業への市民参加を促進するとともに、まち

の周遊促進、活性化を図る。 

まちじゅう図書館 

配架プラン 

展示作品イメージ 正田譲による挿絵 

コラボレーションプロジェクトの事例 

【１F】 
カフェと一体化した気軽に立ち寄れる
フロア。300種類の雑誌を面陳で配架
するブラウジングコーナを中心に構成。 
 
①太田の観光   (雑誌に含む） 
②雑誌類（300種）  4500冊 
③写真集、建築、デザインなど 
  3400冊 

【２F】 
メインフロアとして絵本・児童書や芸術
関連を配架。閲覧スペースがある西側
スロープ沿いには社会科学・自然科学
を配架。 
 
④絵本・児童書 20000冊 
⑤現代アート   5600冊 
⑥社会科学/人文科学   5000冊 
⑦自然科学/産業技術   7000冊 
⑧企画コーナー （200冊） 

【３F】 
調べ物などに使用できるもっとも落ち
着いたフロア。郷土史・参考図書に加
え、太田市美術館・図書館の活動を記
録するプロジェクトアーカイブを設置。 
 
⑨美術史・全集等   3000冊 
   参考図書   2000冊 
⑩郷土史   3000冊 
◉アーカイブ   2500冊 

太田市内在
住外国人 
の出身国 

国内外の 
姉妹都市・ 
友好都市 

世界の 
自動車工業 
都市 

展示作品イメージ 

① 
② 

③ 

④ ⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑤ 

⑨ 

◉ 

⑩ 

館内における教育普及事業として、企画展

と連動したワークショップやイベント、トーク

などを多彩に展開 

教育普及事業 

館外における教育普及事業として、太田の

まちづくりに地元企業や市民とともに取り組

む学校事業を展開。まちじゅう図書館事業

と連携する。 

地元企業コレボレーション 

（太田まちづくり学校） 


